
 

 

１ 審議会名 令和７年度第４回安曇野市介護保険等運営協議会  

２ 日  時 令和８年３月26日(木) 午後１時から午後１時45分まで  

３ 会  場 本庁舎３階 全員協議会室  

４ 出席者 山崎さとみ委員、西村康正委員、中村守良委員、笠原健市委員、内川恵委員、池田陽子

委員、中島美智子委員、髙橋喜博委員、丸山眞一委員、小澤悠維委員、荒川あゆみ委

員、髙橋君江委員、山本雅枝委員、三浦友和委員、三澤保雄委員（欠席委員：髙橋香代

子委員） 

５ 市側出席者 甕福祉部長、中澤高齢者介護課長、内川高齢者介護課長補佐、市川包括支援担当係

長、濵高齢者介護課長補佐、塩原介護保険担当係長、望月認定調査係長、岩原包括

支援担当係長、西牧中部地域包括支援センター職員、山田北部地域包括支援センタ

ー職員、山岸南部地域包括支援センター職員、大平主査 

６ 公開・非公開の別 公開  

７ 傍聴者  １人  

８ 会議概要作成年月日     令和８年３月27日  

協  議  事  項  等 

Ⅰ 会議の概要 

１ 開会（中澤課長） 

２ あいさつ 

介護保険等運営協議会会長あいさつ（中島会長） 

 ３ 会議事項 

  （１）令和８年度安曇野市地域包括支援センター設置運営方針（案）について （資料１） 

                                      （当日資料１） 

 （２）令和８年度指定介護予防支援事業及び第１号介護予防支援事業委託先事業所の 

選定（案）について                        （資料２） 

（３）総合事業サービスＡの報酬改定について               （当日資料２） 

（４）第10期安曇野市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定について  （資料３） 

４ 報告事項                               （当日資料３） 

５ その他（福祉部長あいさつ等）                            

６ 閉会（笠原副会長） 

 

Ⅱ 審議概要 

３ 会議事項 

（１）介護保険事業の実施状況報告について 

  事務局が資料１について説明 

事前に頂いた委員からの資料１に対する質問等に対する回答（当日資料１にて 説明）。 

質問１ 

・2-13 相談又は苦情等に対する窓口の設置 

 ①地域包括支援センターに対する苦情、②地域包括支援センターに寄せられる介護事業所等に

対する苦情、①、②のどちらの苦情なのかわかりにくい。 

回答 

 ここでの記載内容は、地域包括支援センターが対応した利用者等からの相談、苦情を指してい

ます。そのため「①地域包括支援センターに対する苦情」になります。 

質問２ 

・3-2 在宅医療・介護連携の推進 

安曇野市リビングウィルの普及啓発について、安曇野市リビングウィル（事前指示書）が作成

されましたが、今後包括の活用によっては、改善点等があれば事前指示書の変更もあるのでしょ

うか。 



回答 

 安曇野市リビングウィルについては、令和８年１月より、高齢者介護課の窓口、各地域包括支

援センターで配布をしています。課題等については、毎月の包括定例会で確認をしています。今

後も運用状況を確認しつつ、安曇野市在宅医療連携推進協議会にて、必要に応じて見直しをして

いきます。 

  その他質疑なし 

（２）令和８年度指定介護予防支援事業及び第１号介護予防支援事業委託先事業所の選定（案） 

について 

 事務局が資料２を説明。 

 質疑なし 

（３）総合事業サービスＡの報酬改定について 

 事務局が当日資料２を説明 

質疑なし 

（４）第10期安曇野市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定について 

 事務局が資料３を説明。 

委員：計画策定のスケジュール案等については、異議ありません。 

   10期介護保険事業計画の策定に対して意見、提案を申し上げたい。安曇野市内に地域密着

型デイサービスが約30カ所あるが、認知症対応型デイサービスは4カ所あり、4カ所とも市

内南部地域にある。10期計画を策定する際に市内北部に認知症対応型デイサービスが設置

できるよう応援してもらえるとありがたい。 

事務局：10期計画策定について、前向きに検討させていただく。また包括支援担当では認知症対

策としてオレンジカフェ、チームオレンジ、生活支援体制整備の方とも連携しながら市民

の皆様への理解を含め周知し、10期の計画の中でもう少し発展させることができればと思

う。 

  （全体をとおしての質疑応答） 

   特になし 

 

 ４報告事項 

   事務局より当日資料３を説明 

   質疑なし 

５ その他 

  事務局より令和８年度第１回協議会の日程について説明 

  （全体をとおしての質疑応答等） 

   委員：生活支援体制整備事業で認知症を地域の課題として話し合った。市、社協、地域の団体

と連携を持ちながら、地域包括支援センターに繋げていき、地域にある資源を大事にし

て、できることは徐々に私たち自らの手でやっていかなければいけない。認知症は、本当

に真剣に考えていかなければならない大きな課題。今日ここに参加されている方々ともネ

ットワークを組みながら地域包括支援センターに繋げ、地域の活動の中に認知症の課題を

拡げていければいいと思う。 

    

   福祉部長あいさつ 

 

 ６閉会（笠原副会長） 

 

 


